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日
本
女
性
会
議
2
0
0
6
し
も

の
せ
き
が
、
十
月
六
日
・
七
日
に

山
口
県
下
関
市
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
参
加
し
た
4
千
人
余
り
が

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
熱
心
に
学
び
合
い
ま
し
た
。

八
頭
町
か
ら
も
12
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
が
、
公
募
に
よ
り
八

頭
町
が
旅
費
の
一
部
を
助
成
し
た

6
名
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
レ

ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

岡
川　

久
江

私
が
参
加
し
た
「
食
の
安
全
・

安
心
」
分
科
会
で
は
、
親
子
間
で

食
に
対
す
る
知
恵
を
ど
う
や
っ
て

伝
承
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
家
族
み
ん
な
が

食
に
つ
い
て
の
関
心
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
産
者
や
消
費
者
が
も
っ

と
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
食
の
安
全
・
安
心
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
食
育
は

人
間
の
基
本
で
あ
る
と
も
話
さ
れ

ま
し
た
。

私
も
「
喜
び
っ
て
作
る
こ
と
。

幸
せ
っ
て
食
べ
る
こ
と
」
を
実
践

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

林　

寛
子

こ
の
日
本
女
性
会
議
に
も
っ
と

若
い
人
が
多
く
出
席
欲
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
将
来
の
自
分
に
役
立

つ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

今
回
の
大
会
に
参
加
し
て
、
こ

れ
か
ら
自
分
に
出
来
る
事
か
ら
実

践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

岸
本　

静
枝

男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
だ

け
で
、「
女
性
だ
け
の
問
題
。で
し
ゃ

ば
っ
た
女
の
集
ま
り
」
と
受
け
止

め
ら
れ
が
ち
な
風
潮
が
ま
だ
ま
だ

残
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

社
会
状
況
が
変
化
し
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、
今
ま
さ
に
男
と
か

女
と
か
で
は
な
く
、
人
と
し
て
共

に
責
任
を
分
か
ち
合
っ
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
意
識
も
変
革
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

ま
た
、
出
生
率
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
女
性
の
労
働

力
の
高
い
国
は
出
生
率
が
高
い
と

い
う
統
計
結
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

鳥
取
で
も
労
働
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

西
尾　

節
子

「
農
山
漁
村
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
」
の
分
科
会
で
は
、
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
を
夫
婦
で
経
営
し
、
生

き
生
き
と
生
活
さ
れ
て
い
る
方
、

価
格
の
安
い
魚
を
加
工
品
に
す
る

こ
と
に
よ
り
起
業
家
と
し
て
成
功

さ
れ
た
漁
村
の
女
性
、
さ
ら
に
繁

殖
牛
経
営
か
ら
小
菊
栽
培
へ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
事
例
な
ど
を
聞
き
、

第
一
次
産
業
で
も
工
夫
次
第
で
儲

か
る
産
業
に
発
展
で
き
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。

藤
田　

政
代

私
の
参
加
し
た
分
科
会
で
は
、

日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、

草
案
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
ベ
ア

テ
さ
ん
が
、
日
本
女
性
の
地
位
向

上
と
権
利
の
た
め
、
苦
労
し
な
が

ら
憲
法
草
案
に
「
男
女
平
等
」（
24

条
）
条
文
を
加
え
た
経
緯
を
映
画

で
上
映
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
色
々

な
先
輩
た
ち
の
苦
労
の
も
と
に
今

の
女
性
の
権
利
が
あ
る
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
土
井
た
か
子
さ
ん
が

「
平
和
と
女
性
の
権
利
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
、
い
か
に
し
て
戦
争
を

し
な
い
か
・
さ
せ
な
い
か
。
ま
た
、

憲
法
改
正
の
動
き
の
中
で
、
9
条

は
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
。「
平

和
な
く
し
て
人
権
な
し
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

三
村　

末
子

「
あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
る
こ

と
の
多
く
が
実
は
先
人
の
方
々
の

た
ゆ
ま
な
い
努
力
の
お
か
げ
で
あ

る
。」
こ
と
や
「
世
界
中
に
は
想
像

も
つ
か
な
い
ほ
ど
過
酷
に
状
況
で

生
き
て
い
る
女
性
が
多
い
」
な
ど
、

世
界
の
男
女
平
等
に
関
す
る
動
き

を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

「
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い
」

と
一
人
で
も
多
く
の
人
が
、
あ
き

ら
め
ず
に
訴
え
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
、
男
性
も
女
性
も
そ
れ
ぞ

れ
が
力
を
発
揮
し
て
、
住
み
よ
い

社
会
を
構
築
し
、
共
に
幸
福
に
生

き
て
い
く
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

自
分
の
中
で
育
て
て
い
く
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
か
ら
信
じ
あ
う
。
知
ら
な
い
か
ら
支
え
あ
う

ー
日
本
女
性
会
議
2
0
0
6
し
も
の
せ
き
（
10
月
6
日
〜
7
日
）
参
加
者
報
告
ー

we are
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八頭町で暮らしてみませんか ?
ー 田舎暮らし体験ツアーに関西から 11 人参加 ー

日 本 初 の 女 性 弁 護 士

中 田 正 子 パ ネ ル 展
鳥取市を拠点に活躍した日本初の女性弁護士「中田正子」
さんの生涯を紹介したパネル展を実施します。戦前、戦後
を通して女性の立場を守るために多大な貢献をされた中田
正子さんの半生をどうぞご覧ください。

主催／八頭町
協力／鳥取市歴史博物館 お問い合わせ先　八頭町企画人権課 TEL.0858-76-0203

FAX.0858-73-0414

時間・場所（いずれの会場も8：30～17：00）

●郡家公民館
（12月13日㈬～19日㈫）

●船岡公民館
（12月20日㈬～26日㈫）

●八東体育文化センター
（12月1日㈮～5日㈫）

●八東公民館
（12月6日㈬～12日㈫）

10
月
27
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
日
）

ま
で
の
3
日
間
、青
空
の
下
、
田
舎

暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、八
頭
郡
田
舎
暮
ら
し
促

進
協
議
会
が
企
画
し
、八
頭
郡
3
町

の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
実
施
し
た

も
の
で
す
。八
頭
郡
田
舎
暮
ら
し
促

進
協
議
会
と
は
、今
年
7
月
、
八
頭

郡
3
町
と
鳥
取
県
が
協
力
し
て
新
規

定
住
者
の
受
け
入
れ
を
促
進
し
、地

域
振
興
と
活
性
化
を
図
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

八
頭
町
コ
ー
ス
は
、関
西
圏
か
ら

20
代
〜
60
代
ま
で
の
11
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
初
日
は
、

U
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
の
お
宅
と
自
家

用
野
菜
畑
の
見
学
、家
庭
で
楽
し
む

果
樹
育
て
講
座
、ふ
る
さ
と
交
流
会

が
行
わ
れ
、田
舎
で
生
活
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。2

日
目
は
、フ
ル
ー
ツ
チ
ッ
プ
ス

づ
く
り
、竹
ざ
お
を
使
っ
て
の
柿
収

穫
、つ
る
し
柿
づ
く
り
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
方

の
中
に
は
、「
西
条
柿
が
好
き
で
こ
の

企
画
に
参
加
し
た
」と
い
う
方
や
、「
忙

し
い
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
ゆ
っ
く

り
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
い
」方
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
動
機
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、自
然
の
な
か
で
の
ツ
ア
ー

を
満
喫
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

最
終
日
は
、勘
右
衛
門
土
手
の
散

策
や
八
東
り
ん
ご
観
光
園
で
の
り

ん
ご
狩
り
体
験
を
行
い
、ツ
ア
ー
参

加
者
と
田
舎
暮
ら
し
促
進
協
議
会
ス

タ
ッ
フ
と
の
意
見
交
換
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
「
移
住
を

希
望
し
て
い
る
の
で
長
期
的
に
暮
ら

し
て
み
た
い
」。「
地
域
の
人
々
と
の

ふ
れ
あ
い
が
も
っ
と
欲
し
か
っ
た
」。

「
地
域
と
密
着
す
る
た
め
に
、地
域

の
人
と
一
緒
に
目
的
意
識
を
持
ち
た

い
」。「
わ
れ
わ
れ
が
I
タ
ー
ン
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、

地
元
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
が
U

タ
ー
ン
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

大
事
」。「
空
き
家
を
借
り
た
い
が
、田

舎
は
借
家
の
情
報
が
少
な
い
」な
ど

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
空
き
家
の
有
効
活
用
や
、

定
住
促
進
に
向
け
た
更
な
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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行政改革大網にあわせ
集中改革プラン（行財政改革推進計画）を策定

この集中改革プランは、行政改革大綱（広報やず 11 月号に掲載）に基
づき、大綱に掲げる改革の具体的方策について、集中的に実施する主要な
課題とその実施内容、効果、数値目標などを具体的に示すものです。

実施期間は、平成 18 年度から平成 22 年度までの 5 か年間で町行政のあ
らゆる分野で行政運営の見直しを図ろうとする計画です。

計画の構成は、行政改革大綱と一体性を持ったものとしています。
柱は、次のとおりです。

１．行政内部の改革の推進〈役場内でほぼでき得るであろう改革〉

２．町民との協働による改革の推進〈町民の皆さんに主体的に考えていただく改革〉

　また、主な重点項目は、次のとおりです。
1　行政内部の改革の推進

⑴組織・機構の見直し（「広報やず」12 月号掲載）                 
⑵適正な定数管理と人件費の抑制（「広報やず」12 月号掲載）      
⑶職員の意識改革と公正な人事評価（「広報やず」1 月号掲載予定） 
⑷健全な財政運営の創出（「広報やず」1 月号掲載予定）               
⑸事務・事業の抜本的見直しと改善（「広報やず」2 月号掲載予定）      

2　町民との協働による改革の推進

⑴行政への参画の推進（「広報やず」3 月号掲載予定） 
⑵事業への参加の推進（「広報やず」3 月号掲載予定） 

　今後、「広報やず」では、この集中改革プランを 4 回に分け順次掲載
します。

 　＊行政改革大綱、集中改革プランについては、ホームページでご覧い

　ただけます。

柱

八頭町の行政改革2
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集中改革プラン (行財政改革推進計画 ) ①
1. 行政内部の改革の推進

重点項目 実施項目 実施内容 効果 /
数値目標

実施年度
最終目標等 主管課

H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度

⑴ 

組
織
・
機
構
の
見
直
し

① 組 織、
機構の再
編

総合的に行政
組織、機構の
再編成を行う。

簡素で効率的な
行政運営が可能
となる。/平成
20年度を目標
とする。

検　 討

方向性の
決定をし
ていく
（一部実施）

実　 施 → →

平成18年度から検討を
始め平成 19 年度から
一部試行的に実施するな
ど段階的に実施し、平成
22年度中には構築する。

総務課
各　課

②行政活
動におけ
る権限と
責任の明
確化

行政活動にお
いて権限と責
任を明確にし
た、業務手順
管理システム
の構築を図る。

行政の透明化と
業務の効率化が
図られる。/平
成19年度中の
実施を目指す。

調 査
研 究

検　 討
協　 議
実　 施

→ → → 各　課

③支所機
能の再点
検

一部業務を本
庁へ移行する
など、課の整
理統合を図る。

機能の充実が
図られる。/平
成19年度中の
一部実施を目指
す。

点　 検
検　 討
協　 議
一部実施

実　 施 → →

平成18年度から点検を
始め平成 19 年度には
一部試行的に実施するな
ど段階的に実施し、平成
26年度を目標に支所機
能を縮小する。

総務課
各　課

④ 審 議
会・委員
会等の整
理・再編

必置規制の緩
和、社会経済
情勢の変化等
踏まえ、審議
会・委員会等
の整理・再編
を行う。

経費の削減とな
る。/設置目的
や必要性等を再
度検討し、平成
19年度中を目
標として整理・
再編を行う。

検　 討
協　 議

検　 討
協　 議
実　 施

→ → → 各　課

⑵ 

適
正
な
定
数
管
理
と
人
件
費
の
抑
制

①定員管
理の適正
化計画

事務事業の整
理統合などを
総合的に考慮
した定員管理
の適正化計画
を策定する。

行政運営の健全
化、及び経費の
削減となる。/
職員採用は退職
者の20%補充
を基本とする。

計画策定
実　　施 → → → →

定員管理の適正化計画
（6ページ参照）
＊5年間で20%補充

総務課

町独自の早期
退職勧奨制度
を創設。

行政運営の健全
化が図られる。
/ 平成 18 年度
のみ期間を限定
し実施。

実　 施 総務課

②職員の
給与制度
の見直し

給与水準、各
種手当て等の
見直し。

経費の削減とな
る。/ 国及び他
の地方公共団
体、民間企業と
の均衡を考え、
制度を見直す。

実　 施 → → → → 総務課

③特別職
の報酬制
度の見直
し

特別職等報酬
審議会を設置
し、報酬制度
の見直しを図
る。

経費の削減とな
る。/ 平 成 21
年度実施を目指
す。

検　 討
協　 議 → 実　 施 → 総務課
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定員管理の適正化計画について

　八頭町と類似団体との部門別職員数比較表
平成18年4月1日現在　（単位 : 人）

区 分
本　　庁　　機　　能 施　　設 支所・出張所 計 超過

人数 備　　考
郡家 船岡 八東 保健課 計 類似団体 類似団体 類似団体 類似団体

議 会 3 3   2.81 3   2.81 0

総 務 32 32  40.67 3  0.43 15 1.29 50  42.39 7 企画人権課、出納室含む

税 務 9 9  12.43 4 13  12.43 0

民 生 12 12  11.52 8 20  11.52 8 福祉課

保育所 77 24.43 77  24.43 52 保育所

衛 生 10 10   7.76 14  4.38 24  12.14 11 保健課、保健センター

労 働 0   0.17 0   0.17 農水で担当

農 水 9 5 3 17  17.90  0.05 8 0.14 25  18.09 6 地籍、農業委員会含む

商 工 0   3.76  0.10 0   3.86 農水で担当

土 木 14 14  16.62  0.33 12 26  16.95 9 建設、上下水道

消 防 0   0.14 0   0.14 総務で担当

教 育 19 19  12.33 23 27.24 0.76 42  40.33 1

計 76 8 22 10 116 126.11 117 56.96 47 2.19 280 185.26 94

支 所 23 24 47

庁舎別 76 31 46 10 163 117 47 2.19 280 185.26 94

※　人口18,000人から23,000人の規模で、産業構造が類似している団体との比較表です。
　　〈280人の職員数には、県からの派遣職員2人含む。再任用職員は除く。〉
注）類似団体とは、地方公共団体定員管理上で、全市町村を人口と産業構造を基準にグループに分けたものです。
　　類似団体の職員数の状況は、平成14年4月1日現在のものです。
　　〈資料 : 類似団体別市町村財政指数表（財）地方財務協会平成15年3月版〉

１．計画策定の趣旨
この定員管理の適正化計画は、行政改革大綱に基づいて大綱に掲げる改革の具体的方策について作成した集

中改革プラン（行財政改革推進計画）の実施編であり、特に重点項目に掲げている適正な定数管理と人件費の
抑制のための計画であり、数値目標などを具体的に示すものです。

また、定員管理にあたっては、地方自治体を取り巻く社会情勢の変化等を踏まえ、対応すべき行政需要の範
囲、施策の内容及び手法を改めて見直しながら適正化に取り組むものです。特に職員数の削減による人件費の
抑制が強く求められており、平成18年度を起点とした5か年間の定員管理の適正化計画を策定し、安定した財政
構造及び行政運営の確立を目指すものです。
２．現在の職員数の状況
（１）八頭町と類似団体との部門別職員数比較表

（２）八頭町と定員モデルとの職員数比較表
■定員モデル職員数 　   　平成18年4月1日現在　（単位 : 人）

八 頭 町
職 員 数

定員モデル
試 算 値 超 過 数 超 過 率 八 頭 町

人 　 口

H17 223 207 16 7.17 20,322

H18 216 207 9 4.17 20,174

泫定員モデルとは、人口、面積及び道路延長など地方公共
団体の行政需要と関連が深いと考えられる指標と職員数
との関係を統計的手法により分析し、参考となる職員数
を算出できるように、作成された算式のことである。対
象となる職員は、地方公共団体が自主的に定員管理に取
り組むことのできる分野の多い一般行政部門であり、教
育、消防、公営企業などの職員は対象外です。

（％）
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（２）適正化計画の基本的な考え方
本町の職員数を、「類似団体の職員数」や総務省の定める「定員モデル」と比較し問題点を浮き彫りにしなが

ら、現状を最善とせず、人口減や少子高齢化社会の本格的到来を踏まえ、組織・機構の見直し及び事務・事業の
見直しなどにより適正な人員とするため明確な数値目標を設定した本計画を策定し、計画的な職員数の抑制に取
り組むものです。

４．定員管理の適正化計画の数値目標と適正化への方針
（１）数値目標

定員管理の適正化計画の目標とする職員数は、平成
18 年 4 月 1 日現在の職員数 280 人を基準として、5 年目
の年度末で 250 人（10．7% 削減）を目標とします。
［ただし、この数値は、退職者の補充をおおむね 20%

　  とした場合の数値です。］

定員管理の適正化計画数値目標 削減率

平成18年４月１日 職員数（A） 280人 －

平成23年３月31日 職員数（B） 250人 －

削減目標職員数 （B）－（A） △30人 10.70%

★定員管理の適正化計画 （平成18年 4 月 1 日現在職員数 :280 人）（単位：人）

年度 採用者数 退職者数 年度末職員数
18年度 0 12 268
19年度 4 0 272
20年度 0 9 263
21年度 2 6 259
22年度 1 10 250
計 7 37

［参考］：平成 17 年 4 月 1 日現在の職員数は、289 人です。
＊平成19年度の採用者数は、平成18年度と平成19年度の退職

者数の累積により算出しています。
＊平成18年度から平成22年度までの退職者数は5年間で37人です。
＊退職者は60歳。ただし、平成18年度は早期退職者も含んでいます。

【参考】　　　　　　　　　　　　　　   （単位：人）

年度 採用者数 退職者数 年度末職員数 
23年度 2 6 246
24年度 1 13 234
25年度 3 8 229
26年度 2 11 220
27年度 2 17 205
計 10 55
合計 17 92

【参考】
＊平成23年度から平成27年度までの退職者数は５年間で55人、平

成18年度から平成27年度までの退職者数は10年間で92人です。

（２）公表
定員管理の適正化計画の進捗状況については、「広報やず」やホームページ等を通じて、広く町民にその経過

や成果等をわかりやすく公表します。

（３）適正化への方針
①定員モデルとの比較の結果、職員数が多いと判断された部門については、定員モデルの部門ごとに分析します。
②期限の定められた事業については、事業終了時の自動的な定員削減を原則とします。
③民間に委託できるものについては、積極的に委託します。
④総合的な管理の発想を持って創造的行政運営を進めるとともに公務能率の向上に努めます。

３．定員管理の課題と適正化計画の基本的な考え方
（１）定員管理の課題

類似団体の職員数と比較すると本町の職員数が94人の超過人数となっていますが、これは合併により3町が1町に
なったため各部門別の職員数が肥大化したことが要因であるといえます。

また、保育所についても、本町の職員数がかなり超過しているように見えますが、これは類似団体と比べ八頭町
内に私立保育所を有していないなどの事情もあるため、単純には比較できないところです。

さらに、定員モデル職員数と比較すると、決して現在の本町の職員数が多いものではないことも伺えます。
しかしながら、2万人の町としてふさわしい職員数はどの水準であるかを「類似団体」などを参考に、常に検証

していくことが必要です。

泫この表は、職種に関係なく、単純に退職見込み及び定年退職者数を計上し退職者の2割を補充すると仮定してい
ます。実際の運用においては、任用に資格を必要とする職種もありますので、この表のとおりにならない場合が
あります。
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福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

八
頭
町
役
場
福
祉
課（
0
8
5
8
）76－

0
2
0
5

船
岡
支
所
住
民
生
活
課（
0
8
5
8
）72－

0
1
4
4

八
東
支
所
住
民
生
活
課（
0
8
5
8
）84－

1
2
2
0

問合せ先

老
人
保
健
制
度
っ
て
ど
ん
な
も
の
?

老
人
保
健
制
度
と
は
、
高
齢
者

が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の

負
担
を
軽
く
し
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

◇
対
象
と
な
る
の
は

①
75
歳
以
上
の
方

②
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の

あ
る
方
（
申
請
し
て
町
か
ら

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
）

③
昭
和
7
年
9
月
30
日
以
前
に

生
れ
た
方
。

※　

①
は
年
齢
到
達
の
誕
生
日
の

翌
月
（
1
日
生
れ
の
人
は
そ

の
月
）
か
ら
、
②
は
認
定
を

受
け
た
翌
月
か
ら
対
象
と
な

り
ま
す
。

◇
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は

保
険
証
、
老
人
医
療
受
給
者

証
、
健
康
手
帳
の
3
つ
を
窓
口
に

提
示
し
て
診
療
を
受
け
、
自
己
負

担
割
合
に
応
じ
た
医
療
費
を
支
払

い
ま
す
。

◇
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら

1
か
月
に
支
払
う
医
療
費
に
は

限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

分
は
、
高
額
医
療
費
と
し
て
あ
と

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
対
象
と

な
る
人
に
は
役
場
か
ら
お
知
ら
せ

を
し
て
い
ま
す
。
）

高
齢
者
の
医
療
費
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
健
康
維

持
に
つ
と
め
、
医
療
費
の
節
約
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

所得区分 自己負担
割　　合

自己負担限度額
入院したときの食事代

（1食）外　来
（個人単位）

外　来　+　入　院
（世帯単位）

一定以上
所 得 者 3　割 44,400円

80,100円　+医療
費が267,000円を
超えた場合は、超え
た分の1%を加算。
ただし、年4回目以
降は44,400円

260円

一 般 1　割 12,000円 44,400円 260円

区 分 I I 1　割
8,000円

24,600円 90日まで
210円

90日を越える
160円

区 分 I 1　割 15,000円 100円

※一定以上所得者とは、同一世帯に課税所得が145万円以上の人および老人医療で医療を受ける人がいる人
　（収入によっては申請により負担割合等が変わる場合があります。）
※区分IIとは、世帯全員が住民税非課税の人
※区分Iとは、世帯全員が住民税非課税でその世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたときに0円となる人
※区分II・Iの人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となります。担当窓口へ申請してください。

「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
ず
」

　

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
ず
」

で
は
、
11
月
か
ら
古
紙
類
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般

廃
棄
物
の
焼
却
の
他
に
、
古
紙
類

の
受
付
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。古

紙
類
の
搬
入
は
無
料
で
す

の
で
、
下
記
の
分
類
に
わ
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
ご
と
に
ひ
も
で

縛
っ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
新
聞
紙　

新
聞
紙
、
新
聞
に
折

り
込
み
さ
れ
て
い
る
広
告

・
雑
誌　

雑
誌
、
本
、
文
庫
本
、

ポ
ス
タ
ー
、
封
筒
、
包
装
紙
、

O
A
用
紙

・
ダ
ン
ボ
ー
ル　

ダ
ン
ボ
ー
ル

・
紙
パ
ッ
ク　

牛
乳
、
ジ
ュ
ー
ス

等
の
紙
パ
ッ
ク
（
洗
っ
た
後
、

開
い
て
縛
っ
て
く
だ
さ
い
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
ず

☎（
0
8
5
8
）
85
‐
1
7
1
5

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •
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平
成
19
年
度

保
育
所
入
所
児
童
募
集

12
月
5
日
（
火
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

保
育
所
入
所
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。
平
成
19
年
4
月
か

ら
保
育
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、12
月
5
日（
火
）〜
15
日

（
金
）ま
で
の
間
に
お
申
込
く
だ

さ
い
。
入
所
申
込
書
、
入
所
案
内

は
役
場
福
祉
課
及
び
各
保
育
所
に

準
備
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
町
外
（
鳥
取
市
な
ど
）

の
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
す
る

場
合
は
役
場
福
祉
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
受
付
場
所

八
頭
町
内
各
保
育
所

※
入
所
申
込
書
は
、第
1
希
望
の
保

育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

◇
入
所
の
基
準
等

保
護
者
及
び
同
居
の
親
族
（
60

歳
未
満
の
方
）
が
、
就
労
、
疾
病

等
に
よ
り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

状
態
（
保
育
に
欠
け
る
と
い
う
）

で
あ
る
児
童
で
あ
る
こ
と
。

◇
保
育
時
間

平
日
の
保
育
時
間
は
、
午
前
8

時
か
ら
午
後
4
時
（
土
曜
日
は
午

前
11
時
30
分
）
ま
で
で
す
が
、
就

労
状
況
等
に
応
じ
、
時
間
外
保

育
、
延
長
保
育
等
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
入
所
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
・
依
頼
会
員
募
集
中

育
児
を
一
人
で
か
か
え
こ
ま
な

い
で
、
頼
れ
る
場
・
安
心
の
場
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
す
が
、
た
だ
い
ま
支
援
会
員
さ

ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

方（
依
頼
会
員
）も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
支
援
す
る
主
な
内
容

＊
保
護
者
の
短
時
間
就
労
の
間
の 

サ
ポ
ー
ト

＊
農
作
業
の
間
の
サ
ポ
ー
ト

＊
保
育
所
等
の
送
迎
と
帰
宅
後
の 

サ
ポ
ー
ト

＊
保
護
者
の
急
用
、
病
気
等
の
場 

合
の
サ
ポ
ー
ト

年
末
・
年
始
の
休
業
に
つ
い
て

12
月
29
日
〜
1
月
4
日
ま
で
お
休

み
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

八
頭
町
才
代
1
2
9
番
地
1

八
東
児
童
館
内

八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー 

☎
84
‐
1
2
1
2

年
末
年
始
の
ご
み
の

収
集
に
つ
い
て

12
月
31
日
（
日
）
か
ら
1
月
3

日
（
水
）
ま
で
は
、
ご
み
の
収
集

は
お
休
み
い
た
し
ま
す
。
12
月
30

日
（
土
）、
1
月
4
日
（
木
）
は
、

全
地
域
で
燃
え
る
ご
み
の
収
集
を

行
い
ま
す
の
で
、5
日
（
金
）
は
、

全
地
域
で
燃
え
る
ご
み
の
収
集
を

行
い
ま
せ
ん
。

12
月
30
日
（
土
）
の
燃
え
る
ご

み
の
収
集
は
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
に
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
特
別
に
収
集
い
た
し
ま
す
。

不
燃
ご
み
は
、
1
月
4
日
（
木
）

か
ら
平
常
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の「
八
頭
町
指

定
ご
み
袋
」の
入
札
参
加
業

者
を
募
集
し
ま
す

鳥
取
県
東
部
地
域
に
事
業
所
、

営
業
所
の
あ
る
事
業
者
を
対
象

に
、
「
八
頭
町
指
定
ご
み
袋
」
の

入
札
参
加
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
19
年
1
月
上
旬
に
入
札
を

行
い
ま
す
の
で
、
入
札
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
平
成
18
年
12
月
25
日

（
月
）
ま
で
に
、
役
場
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保育所名 所 在 地 電話番号 定員
開所時間

（平日）

開所時間

（土曜日）
受入年齢

中私都保育所 下津黒87-5 74-0135 30 7：00～18：00 7：00～11：30 6ヵ月～

下私都保育所 大坪69-1 72-3187 45 7：00～19：00 7：00～11：30 6ヵ月～

たから保育所 門尾31-1 72-0129 60 7：00～19：00 7：00～18：00 6ヵ月～

郡家保育所 郡家71-1 72-3123 120 7：00～19：00 7：00～18：00 6ヵ月～

国中保育所 石田百井3-2 72-3137 60 7：00～19：00 7：00～11：30 6ヵ月～

大御門保育所 郡家殿282-2 72-3106 45 7：00～18：00 7：00～11：30 6ヵ月～

船岡保育所 船岡619 73-0138 90 7：00～19：00 7：00～18：00 6ヵ月～

隼保育所 見槻中75-1 72-0713 45 7：00～18：00 7：00～11：30 6ヵ月～

大江へき地保育所 大江30 73-8766 40 8：00～16：00 8：00～12：15 3歳～

安部保育所 安井宿771-1 84-3241 45 7：00～19：00 7：00～18：00 6ヵ月～

八東保育所 岩渕221 84-2323 60 7：00～18：00 7：00～11：30 6ヵ月～

丹比保育所 北山85-1 84-2360 90 7：00～18：00 7：00～11：30 6ヵ月～
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1人当たり・1世帯当たりの保険税等の状況(医療分)　 (単位:円)

区   分  郡 家  船 岡  八 東  平 均

1
人
当
り

一般被保険者 82,032 53,746 55,902 67,579

退職被保険者等 106,005 63,331 73,926 87,547

平  均 86,352 55,421 58,615 70,971

世
帯
当
り

一般被保険者 164,934 107,411 114,899 136,633

退職被保険者等 288,057 169,680 229,843 245,565

平  均 182,159 115,906 126,952 150,634

1人当たり・1世帯当たりの保険税等の状況(介護分)     (単位:円)

区    分 郡 家 船 岡 八 東 平 均

1
人
当
り

一般被保険者 7,341 5,815 4,081 5,977

退職被保険者等 8,949 6,208 5,059 7,263

全  体 7,630 5,883 4,228 6,195

世
帯
当
り

一般被保険者 14,759 11,620 8,388 12,084

退職被保険者等 24,317 16,633 15,729 20,373

平  均 16,096 12,304 9,158 13,150

歳入 （単位：万円）
八頭町 郡家 船岡 八東

税収入 5億4,748 3億1,201 9,598 1億3,949

国・県支出金 6億6,147 3億818 1億4,378 2億951

療養給付費交付金 2億8,864 1億5,014 6,413 7,437

共同事業交付金 4,398 1,807 1,953 638

一般会計繰入金 1億6,491 7,080 4,610 4,801

基金繰入金 4,298 0 2,200 2,098

繰越金・その他 1億3,576 5,108 1,709 6,759

計 18億8,522 9億1,028 4億861 5億6,633

歳出 （単位：万円）
八頭町 郡家 船岡 八東

総務費 5,966 2,156 1,870 1,940

保険給付費 11億6,939 5億5,612 2億7,383 3億3,944

老人保健拠出金 3億5,002 1億7,994 6,630 1億378

介護納付金 1億332 4,926 2,252 3,154

共同事業拠出金 3,419 1,656 689 1,074

保健事業費 898 371 217 310

その他の支出 1,230 234 44 952

計 17億3,786 8億2,949 3億9,085 5億1,752

17年度八頭町国民健康保険決算状況
広報１１月号で八頭町の17年度決算状況の報告をお知らせしましたが、17年度国民健康保険特別会計の決算

は、歳入総額18億8,522万円、歳出総額17億3,786万円でした。歳入は16年度比で3.0％伸び、歳出は2.7％の伸びと
なっています。また、保険給付費全体額は11億6,939万円で、16年度比で8.8％の伸びとなっています。

歳入、歳出の内訳は次の通りでした。

八頭町国民健康保険からのお知らせ

　平成17年度の八頭町国保税の調定額は、一般分、4億4,972万円（医療分4億1.318万円、介護分3,654万円）で、
退職分は1億1,860万円（医療分1億952万円、介護分908万円）でした。16年度比は一般分で13.6％伸び、退職分は
26.6％伸びでした。
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医療給付費等負担額の状況(17年度)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位:千円)
区　分 八頭町 郡　家 船　岡 八　東 備　考

一般被保険者
療養給付費 696,008 333,284 163,713 199,011
療  養  費 1,295 603 248 444
高額療養費 102,285 43,111 32,220 26,954

退職被保険者
療養給付費 323,995 158,166 68,368 97,461
療  養  費 504 204 110 190
高額療養費 30,601 13,278 6,650 10,673

出産育児諸費 7,200 3,900 900 2,400
葬祭費 3,100 1,360 580 1,160

老人保健拠出金 350,017 179,940 66,301 103,776
計 1,515,005 733,846 339,090 442,069

1世帯当たりの保険者負担額 436,601 446,379 436,408 421,420 単位:円
1人当たりの保険者負担額 205,703 211,605 208,670 194,573   〃

年間1人当たりの費用額(一般) 252,290 253,815 266,927 224,390   〃
年間1人当たりの費用額(退職) 348,363 343,659 334,101 378,495   〃

医療給付費等負担額の状況(16年度)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (単位:千円)
区　分 八頭町 郡　家 船　岡 八　東 備　考

一般被保険者
療養給付費 689,186 354,959 144,909 189,318
療  養  費 1,483 746 256 481
高額療養費 97,228 50,422 19,955 26,851

退職被保険者
療養給付費 253,112 127,483 54,714 70,915
療  養  費 489 231 82 176
高額療養費 21,463 9,806 5,357 6,300

出産育児諸費 5,400 3,000 1,200 1,200
葬 祭 費 2,640 1,240 640 760

老人保健拠出金 370,466 170,793 84,623 115,050
計 1,441,467 718,680 311,736 411,051

1世帯当たりの保険者負担額 422,099 448,334 403,281 396,762 単位:円
1人当たりの保険者負担額 195,136 208,555 187,906 179,810   〃

年間1人当たりの費用額(一般) 248,498 272,227 236,803 221,054   〃
年間1人当たりの費用額(退職) 305,375 305,040 297,494 317,150   〃

一般被保険者：75歳までの被保険者
退職被保険者：厚生年金等の加入期間が240月以上の被保険者
介 護 分：40歳～65歳までの者は介護保険2号被保険者となり別途税負担があります。
療養給付費：医療費（食事代含む）、調剤費、歯科診療費の国保負担分
療 養 費：柔道整復、針、灸、マッサージ、補装具等の国保負担分
高額療養費：1ヶ月の医療費が一定額以上になったときに世帯主に支給します。
老人保健拠出金：75歳以上の者は国保であっても老人保健対象者となり、老人保健会計で支払われます。
　　　　　　 そのため、国保分として拠出金の負担があります。
費 用 額：医療費の総額

いつまでも健康で健やかに過ごせることは私たちみんなの願いですが、国保は皆さんの健康を支えて
います。これからは、治療より予防が大切です。日ごろから健康管理につとめ、定期的に人間ドック・
脳ドックや各種検査を受けましょう。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

八
東
中
学
校
生
徒
が
職
場
体
験
学
習

10
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
5

日
間
、
八
東
中
学
校
の
2
年
生
が

職
場
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
保

育
所
（
丹
比
、
八
東
、
安
部
）、
若

桜
消
防
署
、
八
東
り
ん
ご
観
光
園
、

柿
選
果
場
、
遠
藤
農
園
、
田
中
純

子
美
容
室
、
八
東
図
書
室
、
コ
メ

リ
八
東
店
、
松
井
製
作
所
、
フ
ル
ー

ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
、
八
東
給
食
セ

ン
タ
ー
、
A
コ
ー
プ
ト
ス
ク
丹
比

店
、
以
上
14
の
事
業
所
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

職
場
体
験
終
了
後
は
、
お
世
話

に
な
っ
た
事
業
所
に
お
礼
状
を
書

き
、
さ
ら
に
11
月
2
日
に
は
学
年

集
会
を
開
い
て
、
学
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
堂
々
と
し
た
発

表
内
容
で
、
充
実
し
た
職
場
体
験

が
で
き
た
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

生
徒
の
活
動
を
暖
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
す
べ
て
の
皆

さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
表
彰

11
月
14
日
（
火
）
、
鳥
取
県
民

文
化
会
館
で
平
成
18
年
度
鳥
取
県

土
木
施
設
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
活
動
に
つ
い
て
、
町
内
の
3
団

体
が
優
秀
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
受
賞
の
皆
さ
ん
に

は
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
環
境
整
備

の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
3
団
体
の
詳
細

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

稲
荷
河
川
公
園
管
理
委
員
会

　

花
部
落

　

日
下
部
自
治
会 団

体
名
称

　

西
村　

誠
治

　

太
田　

豊
秋

　

太
田　

俊
実

代
表
者

地
域
の
景
観
を
守
ろ
う

八
頭
町
の
上
峰
寺
と
下
大
坪
の

老
人
会
で
は
以
前
か
ら
沿
道
に
花
を

植
え
る
な
ど
し
て
、景
観
の
向
上
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
び
も
、

県
道
沿
い
の
花
壇
を
整
備
す
る
な
ど

の
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今

回
こ
の
作
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
、

町
内
建
設
業
者
の
松
田
組（
株
）
の

ご
好
意
に
よ
り
花
壇
用
の
土
を
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
で
現
地
ま
で
無
償
提

供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。下
大
坪
老
人
会
の
信
夫
俊
雄
さ

ん
は「
ず
っ
と
こ
の
活
動
を
続
け
て

い
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
の
方
か

ら
応
援
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
通
じ

美
し
い
景
観
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

みんなの力できれいになりました

「けっこう、重いんだよね。」（柿選果場）

「キレイに並べなくっちゃ！」（コメリ八東店）
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八
頭
町
金
婚
記
念
祝
賀
式
を
挙
行

11
月
7
日
（
火
）
、
郡
家
公
民

館
に
お
い
て
金
婚
記
念
祝
賀
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
め
で
た
く
金
婚
を
迎
え

ら
れ
た
53
組
の
ご
夫
婦
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
平
木
町
長
の
お
祝
い

の
こ
と
ば
の
あ
と
、
金
婚
者
を
代

表
し
鍛
冶
屋
在
住
の
尾
谷
五
郎
・

花
枝
夫
妻
に
祝
詞
と
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
金

婚
者
を
代
表
し
郡
家
在
住
の
安
藤

迪
雄
さ
ん
が
、
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

本
年
度
は
合
併
調
整
の
た
め
、

郡
家
・
八
東
地
域
の
皆
様
方
を
対

象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

よ
き
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ

け
て
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

祝詞を受け取る尾谷さん

お
か
え
り
な
さ
い
八
頭
町
里
帰
り
事
業

10
月
20
日
（
金
）
、
ふ
る
さ
と

の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
町
外
で
暮
ら
し
て
お
ら

れ
る
障
害
者
の
皆
さ
ん
を
招
い
て

の
八
頭
町
里
帰
り
事
業
が
昨
年
に

引
き
続
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
地
元
の
旬
の
味
覚
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
八
東
り
ん

ご
観
光
園
で
と
り
た
て
の
り
ん
ご

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

どれが甘くておいしいかな

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

八
東
防
火
パ
レ
ー
ド

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
61
回
八
頭
郡
駅
伝
競
走
大
会

八
頭
町
少
年
野
球
大
会

10
月
1
日
、
若
桜
町
役
場
を
発

着
と
す
る
32
㎞
の
コ
ー
ス
で
八
頭
、

智
頭
町
か
ら
6
チ
ー
ム
が
参
加
し

駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
選
手
力
走
の
結
果
、
八
頭

町
船
岡
A
が
13
連
覇
を
狙
っ
た
智

頭
町
を
破
り
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

【
総
合
】

順
位　

チ
ー
ム
名

優
勝　

八
頭
町
船
岡
A
チ
ー
ム

2
位　

八
頭
町
八
東
A
チ
ー
ム

3
位　

智
頭
町
チ
ー
ム

4
位　

八
頭
町
郡
家
チ
ー
ム

5
位　

八
頭
町
八
東
B
チ
ー
ム

6
位　

八
頭
町
船
岡
B
チ
ー
ム

【
区
間
賞
】

区
間 

氏
名　
　
チ
ー
ム
名

1
区　

橋
本
竜
二　

八
頭
町
船
岡
A
チ
ー
ム

2
区　

上
田
定
嗣　

八
頭
町
八
東
A
チ
ー
ム

3
区　

坂
本
聖
一　

八
頭
町
八
東
A
チ
ー
ム

4
区　

田
中
李
保　

八
頭
町
郡
家
チ
ー
ム

5
区　

鎌
谷
拓
也　

八
頭
町
船
岡
A
チ
ー
ム

6
区　

田
中
翔
志　

八
頭
町
郡
家
チ
ー
ム

7
区　

西
村
早
紀　

八
頭
町
郡
家
チ
ー
ム

8
区　

西
尾
直
也　

八
頭
町
船
岡
A
チ
ー
ム

※
10
回
出
場
表
彰
者

　
　
　
　
　
　

保
木
本
正
臣（
八
頭
町
八
東
）

9
月
2
・
3
日
、
郡
家
運
動
場

に
お
い
て
第
2
回
八
頭
町
少
年
野

球
大
会
が
開
催
さ
れ
、1
部
7
チ
ー

ム
、
2
部
3
チ
ー
ム
の
10
チ
ー
ム

に
よ
っ
て
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
、
1
部
優
勝
が
郡

家
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
第
2
位

が
八
頭
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
2
部

優
勝
が
郡
家
東
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、

第
2
位
が
郡
家
西
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
と
な
り
ま
し
た
。

郡家東少年野球クラブ 郡家西少年野球クラブ

八
東
地
域
で
は
、
毎
年
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
防
火

パ
レ
ー
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
八
東
地
域
の
3
保
育
所
の

皆
さ
ん
と
八
頭
町
消
防
団
八
東
地
区

分
団
、八
頭
消
防
署
等
の
協
力
を
得
て
、

約
1
8
0
名
で
八
東
地
域
の
3
小
学

校
区
毎
に
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し

た
。パ

レ
ー
ド
の
出
発
に
際
し
て
、
高

原
八
東
地
区
団
長
か
ら
地
域
の
皆
さ

ん
に
防
火
に
努
め
て
も
ら
う
よ
う
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

バルーンによる演技 火災ゼロをめざそう
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
障
害
程
度
区
分
に
つ
い
て

平
成
18
年
10
月
よ
り
障
害
者
自

立
支
援
法
が
本
格
施
行
と
な
り
、

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能

と
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
一
定
の
障
害

を
持
つ
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お

り
、
専
門
調
査
員
に
よ
る
細
か
い

調
査
を
経
て
障
害
程
度
区
分
を
決

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
障
害
程
度
区
分
は
区
分
1

（
も
っ
と
も
軽
い
）
か
ら
区
分
6

ま
で
に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
の
区

分
が
高
い
ほ
ど
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

量
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
新
制
度
に
お
い

て
は
支
給
量
を
決
定
す
る
上
で
最

も
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
下
記
の
よ
う
な
流

れ
で
決
定
し
ま
す
。

①
相
談

町（
保
健
課
各
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

又
は
町
が
指
定
し
た
相
談
支
援 

事
業
者
（
れ
し
ー
ぶ
、
サ
マ
ー

ハ 

ウ
ス
）
に
相
談
し
ま
す
。

②
申
請
・
調
査

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
は
支
給 

の
申
請
を
し
ま
す
。
申
請
に
基 

づ
き
1
0
6
項
目
の
障
害
状
況 

調
査
を
専
門
調
査
員
が
行
い
ま 

す
。

③
医
師
意
見
書
の
作
成

本
人
の
障
害
に
つ
い
て
詳
し
い 

医
師
（
主
治
医
）
に
意
見
書
を

書 

い
て
も
ら
い
ま
す
。

④
審
査
・
判
定

•
一
次
判
定
…
全
国
共
通
の
コ
ン 

ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
に
調
査
結 

果
を
入
力
し
第
1
段
階
と
し
て

の
区
分
を
判
定
し
ま
す
。

•
二
次
判
定
…
東
部
広
域
行
政
管 

理
組
合
に
設
置
し
て
い
る
判
定 

審
査
会
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ

ト
の
判
定
結
果
と
医
師
意
見
書

に
よ
り
最
終
判
定
を
行
い
ま
す
。

⑤
判
定
結
果
通
知

区
分
1
か
ら
区
分
6
の
判
定
結 

果
が
出
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に 

本
人
と
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を 

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
障
害
程
度
区
分

の
判
定
は
手
間
と
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
相
談
か
ら
結
果
通
知
ま

で
は
最
低
で
1
ヶ
月
程
度
の
期
間

が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
と
す
る
場
合
は

余
裕
を
持
っ
て
ご
相
談
下
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
?

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
等
の

所
持
者
、
知
的
障
害
者
の
判

定
を
受
け
て
い
る
方
以
外
で

も
要
介
護 
認
定
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
所
得
税
障
害
者

控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
長
の
認
定
が
必
要
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

健康管理をする上で、『生活習慣の見直し
を』と言われても、なかなか日常生活の中で
は、実行できないという声を聞きます。今
回、開催する講座ではさまざまな講師を迎
え、生活習慣病の理解を深めていただき、生
活習慣を改善する支援をします。
生活習慣の改善についてお悩みの方、参加し
て健康づくりに役立ててみませんか?
12月以降の講座はご覧のとおりです。興味
のある講座のみの参加もできます。
皆さん、お誘い合わせの上お越しください。
◎受 講 料　無料

◎申込締切日　各講座の1週間前まで。
　　　　　　　詳しい日程をお知らせします。

開催日 場所 テーマ 講師

12月15日（金）
午後1時30分～2時30分

八東
保健センター

がん予防の
最新知識

瀬川医院
瀬川謙一氏

平成19年1月12日（金）
午後1時30分～3時

船岡
保健センター

冬の運動不足解消 !
楽しく歩こう、
健康ウォーキング

健康運動指導士
藤本晶子氏

2月7日（水）
午後1時30分～3時

郡家
保健センター

あなたの体力年齢、
測ります

健康運動指導士
藤本晶子氏

3月9日（金）
午後1時30分～2時30分

八東
保健センター 肝臓病を知ろう 尾﨑医院

尾﨑眞人氏

3月29日（木）
午後2時～3時

船岡
保健センター

毎日はつらつ !
足腰を丈夫に

明穂整形外科
明穂政裕氏

※日程、内容は変更することがあります。
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日 曜日 内  容 時 間 場 所 対 象

1 金 検診結果説明会 受付 9:30 ～ 11:00 郡家保健センター 10/25 に基本健診を受けた方

4 月 一般健康相談 受付 9:30 ～ 11:00 郡家保健センター 一般

5 火 水中運動教室 14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

6 水 6か月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 郡家保健センター H18.4.2 ～ H18.5.6 生まれ

7 木 3歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 郡家保健センター H15.10.13 ～ H15.11.20 生まれ

11 月 育児相談 9:30 ～ 11:30 郡家保健センター 乳幼児等

12 火 水中運動教室 14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

14 木 2歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 郡家保健センター H16.10.16 ～ H16.11.30 生まれ

15 金 生活習慣病予防講座 受付 13:00 ～ 13:30 八東保健センター 一般

18 月
一般健康相談 受付 9:30 ～ 11:00 八東保健センター 一般

デイ・ケア 9:30 ～ 14:00 郡家保健センター 障害者等

19 火
総合検診 受付 8:30 ～ 10:00 郡家保健センター 検診案内ちらしをご覧ください。

水中運動教室 14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

20 水 総合検診 受付 8:30 ～ 10:00 郡家保健センター 検診案内ちらしをご覧ください。

21 木 5歳児健診 12:45 ～ 16:00 郡家保健センター H13.8.6 ～ H13.9.9 生まれ

22 金 糖尿病予防教室 受付 9:45 ～ 10:00 郡家保健センター 希望者

25 月
離乳食講習会 9:30 ～ 12:00 郡家保健センター 乳幼児等

一般健康相談 受付 9:30 ～ 11:00 船岡保健センター 一般

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

1
．
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
る
方

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、20
歳
未
満
の
身
体
又
は
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

外
国
人
の
方
も
支
給
の
対
象
に
な

り
ま
す
。（
児
童
扶
養
手
当
、
児
童

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
て
も
受
け
ら
れ
ま
す
。）

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
児
童
や
、
父
も
し
く
は
母
、
ま 

た
は
養
育
者
が
日
本
に
住
ん
で 

い
な
い
と
き
。

②
児
童
が
、
障
害
を
事
由
と
す
る 

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で 

き
る
と
き
。

③
児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
、
知 

的
障
害
者
施
設
、
身
体
障
害
者 

施
設
等
（
通
園
・
通
所
施
設
を 

除
く
）に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

2
．
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額

手
当
の
額
は
、
平
成
18
年
4
月

か
ら
児
童
1
人
に
つ
き
、
障
害
の

程
度
が
1
級
の
場
合
は
、
月
額

5
0,
7
5
0
円
、
2
級
の
場
合

は
月
額
3
3,
8
0
0
円
で
す
。

受
給
者
や
、
同
居
し
て
い
る
親

族
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
と
き
は
、
そ
の
年
の
8
月
分
か

ら
翌
年
の
7
月
分
ま
で
の
手
当
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

3
．
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

る
手
続

保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し
ま
す

の
で
、
該
当
の
方
は
請
求
の
手
続

（
印
鑑
が
必
要
で
す
。）
を
し
て
く

だ
さ
い
。
県
知
事
の
認
定
を
う
け

る
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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八
東
隣
保
館

部
落
解
放
研
究

第
40
回
全
国
集
会

「
部
落
問
題
解
決
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
め
ざ
す
理

論
と
実
践
の
活
動
交
流
を
す
す

め
、
人
権
の
法
制
度
確
立
に
む
け

た
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
よ
う
。」

を
集
会
テ
ー
マ
と
し
た
部
落
解
放

第
40
回
全
国
集
会
が
熊
本
市
を
中

心
に
9
月
30
日
か
ら
10
月
2
日
の

3
日
間
、
1
0,
0
0
0
人
規
模

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1
日
目
の
全
体
集
会
で
は
、「
差

別
の
現
状
と
人
権
救
済
法
制
度
の

確
立
―
人
権
侵
害
救
済
法
を
求
め

る
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。2

日
目
に
は
、
10
の
分
科
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
8
分
科
会
で
は
、「
部
落
の

生
活
と
福
祉
・
隣
保
館
の
課
題
と

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
幾
郎

さ
ん
に
よ
る
「
地
方
分
権
時
代
に

お
け
る
「
新
た
な
公
」
の
役
割
と

指
定
管
理
者
制
度
」
の
内
容
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
2
0
0
6
年
全
国
隣

保
館
市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
の
報
告
を
平
家
陽
一
さ
ん
が

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
こ
れ
か
ら
の
隣
保
館

活
動
を
提
言
す
る
」
と
題
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1
点
目
と
し
て
「
隣
保
館
の
仕

事
は
、
従
来
か
ら
の
必
要
な
仕
事

と
住
民
が
要
望
と
す
る
仕
事
に
分

け
ら
れ
る
。
そ
の
住
民
の
要
望
・

情
報
を
知
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
隣
保
館
職
員

が
直
接
に
住
民
と
話
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

隣
保
館
の
課
題
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で

あ
り
、
お
の
ず
と
生
活
相
談
と
か

福
祉
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。2

点
目
と
し
て
市
町
村
合
併
に

と
も
な
う
隣
保
館
の
状
況
は
次
の

こ
と
が
言
え
ま
す
。

⑴
隣
保
館
職
員
数
は
、
合
併
に
よ

り
減
員
の
館
が
多
く
あ
る
。

⑵
事
業
予
算
の
削
減
等
に
よ
り
隣

保
館
活
動
が
低
下
し
て
い
る
。

等
の
こ
と
が
調
査
で
分
か
り
ま
し

た
。よ

っ
て
、
今
後
の
隣
保
館
活
動

を
整
理
す
る
と
次
の
3
点
に
目
標

を
向
け
ま
す
。

①
自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち 

で
決
定
し
、
自
分
た
ち
で
努
力 

す
る
。

②
地
域
と
地
域
住
民
に
な
く
て
は 

な
ら
な
い
施
設
を
目
指
す
。

③
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
隣
保
館 

活
動
「
方
針
・
計
画
（
P
L
A 

N
）」・「
実
施
・
運
用
（
D
O
）」 

・「
監
査
・
評
価
（
C
H
E
C  

K
）」・「
見
直
し
（
A
C
T
I
O 

N
）」
を
推
進
し
実
践
し
て
い

く 

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
充
実
し

た
隣
保
館
事
業
を
計
画
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

3
日
目
に
は
、「
憲
法
問
題
を

考
え
る
―
差
別
撤
廃
の
視
点
か

ら
」
等
の
特
別
報
告
が
あ
り
、
全

日
程
を
終
わ
り
ま
し
た
。

全体集会シンポジウムのようす

第８分科会のようす

全国から大会に集まったみなさん

第58回人権週間（12月4日～10日）
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郡
家
隣
保
館

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

固
定
観
念
と
偏
見

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を
開
催

11
月
2
日（
木
）か
ら
6
日（
月
）

の
5
日
間
「
差
別
を
な
く
す
学
習

か
ら
差
別
を
な
く
す
行
動
へ
」
を

テ
ー
マ
に
第
18
回
船
岡
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
多
く
の
参

加
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
人
権
問

題
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
く
機
会

が
で
き
ま
し
た
。

意
見
・
体
験
・
学
習
発
表 

船
岡
地
域
内
の
各
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
に
よ
る
人
権
学
習
や
同

和
問
題
に
関
す
る
意
見
、
体
験
、

学
習
会
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
パ
ネ
ル 

「
マ
ン
ガ
で
考
え
る
人
権
」
は
、

作
者
の
思
い
や
願
い
が
込
め
ら
れ

て
お
り
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で

し
た
。

学
校
・
保
育
所
の
作
品

同
和
教
育
で
文
化
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
学
習
し
た
り
調
べ
た
り
し

た
こ
と
や
、
地
区
進
出
学
習
会
の

よ
う
す
、
ま
た
「
船
岡
の
な
か
ま

た
ち
」
と
船
岡
地
域
の
地
図
も
あ

り
ま
し
た
。

新
庄
傘
踊
り 

船
岡
地
域
内
の
新
庄
傘
踊
り
を

駐
車
場
で
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

皆
様
に
堪
能
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権

9
月
8
日
（
金
）
人
権
市
民
団

体
「
ほ
わ
っ
と
」
発
起
人
の
小
宮

山
聖
美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
31

名
が
参
加
型
形
式
で
学
習
を
し
ま

し
た
。

講
師
の
話
を
聴
く
だ
け
で
は
な

く
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

お
互
い
の
意
見
を
出
し
合
い
、

そ
れ
を
聞
く
と
い
う
こ
の
学

習
方
法
は
、
参
加
者
全
員
の

様
々
な
考
え
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

5
、6
人
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、一
人
だ
け
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見

て
、
口
で
次
の
人
に
伝
え
て
い
く

と
い
う
場
面
で
は
、
5
組
中
1
組

も
そ
の
ま
ま
が
伝
わ
っ
た
と
い
う

所
が
な
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

今
回
の
学
習
で
は
、
い
か
に
人

の
噂
が
間
違
っ
て
伝
わ
る
か
等
を

学
習
し
ま
し
た
。

9
月
28
日
（
木
）
は
、
75
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
講
師
の

都
合
が
悪
く
な
り
、
元
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
の
加
賀
田
一
さ
ん
が
用
瀬

に
里
帰
り
さ
れ
た
時
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
た
後
、
里
帰
り
に
対
し

「
何
で
今
更
…
」
と 

反
対
し
て

い
た
親
戚
を
一
軒
一
軒
説
得
し

て
ま
わ
っ
て
実
現
に
至
っ
た
と

い
う
苦
労
話
と
、
そ
こ
に
あ
る

偏
見
等
を
事
前
に
聞
き
取
り
し

て
い
た
講
師
の
思
い
と
し
て
代

役
が
報
告
す
る
と
い
う
形
で
の

実
施
に
な
り
ま
し
た
。

会
終
了
後
は
、
本
年
5
回
開

催
の
最
終
日
と
い
う
こ
と
で
、

全
て
の
講
座
に
出
席
さ
れ
た
方

12
名
に
館
長
か
ら
修
了
証
を
渡

し
ま
し
た
。

新庄傘踊りのみなさん

参加者のようす

修了証を受けるようす

船岡小学校児童の発表

人権・同和問題講座

お
わ
り
に

船
岡
福
祉
会
船
岡
作
業
所
の
出

店
や
、
各
支
部
、
婦
人
会
船
岡
ブ

ロ
ッ
ク
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
意
見
・
体
験
・
学

習
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

差
別
解
消
の
取
り
組
み
に
、
各
保

育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
、
智
頭

農
林
高
校
の
同
和
教
育
の
状
況
、

各
種
団
体
、
各
地
区
同
推
協
か
ら

沢
山
の
作
品
を
出
品
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

ま
つ
り
を
と
お
し
て
、
同
和
問

題
、
人
権
問
題
解
決
の
重
要
性
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。

大江小学校児童の発表 隼小学校児童の発表
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お兄さんやお姉さんとも仲良しになりました。

県議会議場で議員席に座って議員気分？

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り
連　絡　先

郡家公民館☎72-3113
船岡公民館☎72-0085
八東公民館☎84-3001

八東公民館

ふ
れ
あ
い
ポ
ニ
ー
教
室

10
月
30
日
（
月
）
放
課
後
を
利
用
し
て
、
八
東
小
学
校
の
す
ぐ
近
く
の
八
東
交

流
広
場
で
、
八
東
小
学
校
の
1
〜
3
年
生
、
34
名
が
参
加
し
て
、
ふ
れ
あ
い
ポ
ニ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

み
ん
な
小
さ
い
頃
か
ら
近
く
に
ポ
ニ
ー
牧
場
が
あ
っ
た
の
で
、
馬
に
乗
る
の
が

初
め
て
と
い
う
子
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

大
き
い
馬
、
小
さ
い
馬
、
黒
い
馬
と
、
3
頭
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な

馬
を
選
ん
で
、
馬
具
か
ら
手
を
離
し
て
乗
っ
た
り
、「
ハ
イ
!
」
と
馬
の
横
腹
を

軽
く
足
で
蹴
っ
て
、
馬
を
走
ら
せ
た
り
し
ま
し
た
。

 

最
後
に
、
食
べ
や
す
く
切
っ
た
リ
ン
ゴ
を
手
の
ひ
ら
に
の
せ
、
ポ
ニ
ー
の
舌
や

よ
だ
れ
を
感
じ
な
が
ら
食
べ
さ
せ
ま
し
た
。

 

ポ
ニ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
楽
し
く
ふ
れ

あ
っ
た
秋
晴
れ
の
午
後
で
し
た
。

八
東
公
民
館
祭
開
催

11
月
4
日
（
土
）、
5
日
（
日
）
の
2
日

間
、
八
東
公
民
館
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
初
め

て
の
試
み
と
し

て
、
初
日
の
夜

間
開
館
と
映
画

会
を
行
い
「
男

た
ち
の
大
和
」

を
上
映
し
、
大

勢
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

な
ん
で
も
た
い
け
ん
塾

出
品
数
6
6
7
点
・
来
場
者
数
4
2
8
名

大
好
評
!  
︵
松
編
︶

庭
木
の
手
入
れ
講
習
会

 

10
月
28
日
（
土
） 
八
東
庁
舎

前
で
、
庭
木
の
手
入
れ
講
習
会

（
松
編
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
東
公
民
館
高
齢
者
大
学

県
東
部
視
察
研
修
会

 

今
年
度
最
後
の
視
察
研

修
と
し
て
、
72
名
の
参
加

の
も
と
鳥
取
県
東
部
の
施

設
を
視
察
し
ま
し
た
。

 

視
察
先
は
、
10
月
末
に

イ
ノ
シ
シ
騒
動
で
全
国
報

道
さ
れ
た
県
知
事
公
邸
、

平
成
15
年
度
に
新
し
く
完

成
し
た
最
新
鋭
の
設
備
を

誇
る
県
警
本
部
庁
舎
や
県

議
会
議
場
。
最
後
に
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
内
に
あ

る
介
護
実
習
普
及
セ
ン

タ
ー
で
、
介
護
の
用
品
や

介
護
設
備
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

将来は名ジョッキー

ハイ、どうぞ！

食い入るように学ぶ受講生の皆さん

八東保育所合唱団？

八東中学校吹奏楽部の生演奏にうっとり介護用ベットの説明を聞く学生
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芸
術
・
文
化
の
秋
を
満
喫

郡
家
公
民
館
祭

郡家公民館

船岡公民館

★しめ縄等伝統文化継承教室
平成 18 年 12 月 17 日（日）
午前 10 時から 12 時
内　容：しめ縄作り
持ち物：ワラのある参加者は持参してください。
　　　　（公民館で多少は準備します。）
定　員：20 名（定員になりしだい締切りとします。）

★チャレンジ教室
平成18年12月16日（土）
午前10時から12時
内　容：たこづくり
定　員：25名
（学校を通して申請書を配布しますので、船岡
　公民館まで申し込んでください。）

★女性教養教室（第6回）
平成18年12月16日（土）
午後1時30分から2時間
内　容：クリスマスリースづくり
参加費：600円
定　員：20名（定員になりしだい締切りとします）

＊今回はチラシを配布しませんので直接船岡公民館
　へ連絡してください。（72-0085）

会場は、船岡公民館です

お　知　ら　せ

11
月
3
日
（
金
）
〜
5
日
（
日
）
の

3
日
間
、
郡
家
公
民
館
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

 

作
品
展
に
は
絵
画
、
書
道
、
陶
芸
、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
出
品
が
あ
り
、
ま
た

菊
花
展
、
生
花
展
も
行
い
、
連
日
た
く

さ
ん
の
方
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

 

最
終
日
に
は
、
日
用
品
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
即
売
会
、
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
、

も
ち
つ
き
、
お
茶
席
な
ど
も
あ
り
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
午
後

か
ら
の
芸
能
発
表
会
で
は
、歌
や
演
奏
、

踊
り
な
ど
皆
さ
ん
が
見
事
な
演
技
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

第
27
回
船
岡
公
民
館
祭

11
月
4
日
（
土
）
か
ら
5
日
（
日
）
の
2
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
祭
り
と
同
時
開
催
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
町
内
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
方
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
芸
能
発
表
で
は
、
は
じ
め
て

参
加
さ
れ
た
団
体
も
あ
り
、
盛
大
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

県
立
博
物
館
巡
回
展
と
し
て
、
11
月

11
日
（
土
）
〜
27
日
（
月
）、「
写
真
で

見
る
昭
和
の
く
ら
し
」
を
郡
家
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
戦
時
中
の
子
ど
も

や
鳥
取
大
火
直
後
の
鳥
取
市
な
ど
の
様

子
を
、
写
真
や
ビ
デ
オ
映
像
を
交
え
て

振
り
返
り
ま
し
た
。

来
館
者
は
「
昔
の
鳥
取
の
風
景
を
思

い
出
し
て
懐
か
し
い
」
と
話
し
な
が
ら

写
真
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

昭
和
の
く
ら
し
を
振
り
返
る
!!

「
し
め
縄
づ
く
り
教
室
」
の
お
知
ら
せ

12
月
16
日（
土
）午
前
9
時
か
ら
、郡
家

公
民
館
で「
し
め
縄
づ
く
り
教
室
」を
開

催
し
ま
す
。参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

郡
家
公
民
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

←「上手に出来て
　  るな～」

皆さんが日頃の成果を
披露♪

餅をつくぞ！写真パネルで昔を紹介

作品展示

芸能発表
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郡家図書館  八頭町宮谷256-4 ☎（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1 ☎（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山 48 -1  ☎（0858）84-6622
http://library.town.yazu.tottori.jp/

八頭町
図書館（室）情報

　新しく入った本
＊他館所蔵のものは、お取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネット・携帯電話からも予約ができます）

郡家図書館

1　異常気象売ります　上・下 シドニィ・シェルダン
2　軍事を知らずして平和を語るな 石破　茂
3　おんぶにだっこ さくらももこ
4　檸檬のころ 豊島　ミホ
5　地下室からのふしぎな旅 柏葉　幸子
6　ゆうひのしずく あまん　きみこ

船岡図書室

1　企画書は 1行 野地　秩嘉
2　よろしく 嵐山　光三郎
3　華の棺 西村　京太郎
4　リボンレイの本 山本　貴子
5　奇才ヘンリー・シュガーの物語 ロアルド・ダール
6　うさぎうさぎなにたべてるの 松野　正子

八東図書室

〈長期延滞本について〉
返却期限を 1 カ月以上過ぎている本がある場合は、
返却されるまで貸出をおことわりさせていただきま
すのでご了承ください（1 月より実施）。

〈汚損・破損の本について〉
本が水に濡れてしまった、ページが破れてしまった、
子どもが落書きをしてしまった、など本の汚損・破
損については、こちらで修繕をいたしますので現状
のまま図書館・図書室へお持ちください。

＊本の紛失、または修繕が不可能な汚損・破損の場合は、
同本弁償または本の代金を請求する場合があります。

おしらせとおねがい

休館日 開館時間 10：00 ～ 18：00
郡家図書館おはなし会（15：00～ 15：30）

1　憲法九条を世界遺産に 　　　　　　太田光・中沢新一
2　離れて暮らす親のケア 　　　　　　太田　差惠子
3　周平独言 　　　　　　　　　　　　藤沢　周平
4　玉虫と十一の掌篇小説 　　　　　　小池　真理子
5　芋たこなんきん　上 　　　　　　　田辺　聖子
6　一瞬の風になれ　2・3 　　　　　　佐藤　多佳子

第10回記念談話会
古代因幡のロマンに約100名が参加

読書週間行事のひとつとして、郡家図書館の第 10
回記念談話会が、去る11月 5日開催されました。

当日は晴天にも恵まれて、町内外から約 100 名の
参加（町外から約4割）があり、盛会となりました。

文献学や考古学の上から、霊石山や中山の山麓と
私都川と八東川沿いに開けた国中平野には聖なる地
としての条件がそろっており、福本の白兎神社はそ
の中心として鳥取市内海の白兎神社の本家と考える
ことができ、郡家地域は「イナバノシロウサギのふ
るさと」であると、古代因幡のロマン溢れるおはな
しを講師の石破洋先生からお聞きしました。 船岡図書室

郡家図書館

八東図書室

〈クリスマス行事のおしらせ〉

クリスマスおたのしみ会
12 月 9 日（土）午後 2 時～ 4 時
内容：おはなし・クリスマスリース作り

クリスマスおはなし会
12 月 16 日（土）午後 3 時～ 4 時

クリスマスおたのしみ会
12 月 17 日（日）午後 3 時～ 4 時
内容：おはなし、ミニ工作〈会場：郡家保健センター〉
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( 単位 : 千円・%)

区　　分 予算現額 収入済額 執 行 率 支出済額 執 行 率
一 般 会 計 10,001,969 4,788,996 47.9 2,786,379 27.9
国民健康保険特別会計 1,874,614 718,360 38.3 665,930 35.5
簡易水道特別会計 315,705 119,911 38.0 126,105 39.9
住宅資金特別会計 79,262 9,422 11.9 35,124 44.3
老人保健特別会計 2,236,177 913,695 40.9 866,656 38.8
公共下水道特別会計 482,161 70,964 14.7 142,789 29.6
農業集落排水特別会計 811,490 86,561 10.7 340,906 42.0
介護保険特別会計 1,522,599 596,041 39.1 565,480 37.1
宅地造成特別会計 76,366 76,366 100.0 242 0.3
墓地事業特別会計 1,980 813 41.1 0 0.0
老人居室・障害者住宅
整備資金特別会計 564 200 35.5 278 49.3

上私都財産区特別会計 6,259 6,260 100.0 216 3.5
覚王寺、市場財産区特別会計 45 11 24.4 0 0.0
上津黒・下津黒財産区特別会計 115 1 0.9 0 0.0
篠波財産区特別会計 19,975 19,973 100.0 0 0.0

計 17,429,281 7,407,574 42.5 5,530,105 31.7
( 注 1) 収入より支出が多い会計については、会計間の繰替運用により経理している。
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分 科 会 会 　 場 テ ー マ

第1分科会
〈 講 座 〉 大集会室

「あいつぐ差別事件に学ぶ」
　　　講師:下吉 真二 さん
　　　(倉吉市やまびこ人権文化センター)

第2分科会
〈 講 座 〉 第二研修室

「鳥取県人権侵害救済推進及び手続に関する条例について」
　　　講師:中田 幸雄 さん
　　　(部落解放同盟鳥取県連合会執行委員長)

第3分科会
〈 講 座 〉 第一研修室 「八頭町のおもな同和地区の起こり」

　　　講師:坂田 収 さん(八頭町同和教育指導員)

第4分科会
〈参加型〉 和室研修室 「～なんかへんだなあ～」（ジェンダー）

　　　進行：森下 孝子 さん(八頭町人権教育推進員)

※第４分科会は約30名の人数制限をさせていただきます。
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八頭町同和教育推進協議会では、同和問題をは
じめとする人権問題の取り組みを進める基礎資
料を得るため、「八頭町人権・同和問題に関する
町民意識調査」を 12 月に郵送で実施いたします。
対象は、20 歳以上の町民の皆様の中から無作為
に抽出させていただいた 2,500 人の方です。調査
のお願いが届いた方は、この調査の趣旨をご理解
いただき、ご協力いただきますようお願いいたし
ます。
【お問い合わせ先】
八頭町同和教育推進協議会　☎ 84 － 1232

町民意識調査のお願い

千代川写真コンクール
入選作品展示会について

平成 18 年 6 月 1 日から 9 月 30 日まで第 16 回
千代川写真コンクールの作品を募集し、10 月に
入選作品 17 点が発表されました。

八頭町におきましても下記の期日で入選作品の
展示会を開催しますのでお近くの展示会場におい
でいただきますようお知らせします。

自衛隊生徒採用試験のお知らせ
自衛隊生徒とは中学校卒業者を対象に、最新装備
を扱う専門技術者を養成する制度で、中堅自衛官
としての専門教育を学びながら高等学校卒業資格
が取得できます。
◇採用試験の概要
・受 付
　　平成18年11月1日（水）～
　　平成19年 1月9日（火）まで
・応募資格
　　平成19年 4月1日現在
　　15歳以上17歳未満の男子
・１次試験
　　平成19年 1月13日（土）
　　（鳥取駅南 : 鳥取第 1 地方合同庁舎）

【お問い合わせ先】
自衛隊鳥取募集案内所 ☎（0857）26 － 4019
鳥取市永楽温泉町 152（日通ビル 1F）

母子・父子家庭等のひとり親のみなさんが、日ご
ろ、子育てや日常生活、経済的な自立の悩み、支援
者や支援策への希望など困っておられることについ
て、ご相談をお受けします。（要予約）

※相談会場ではプライバシーの確保をいたします。
◇対 象　鳥取市、岩美町、智頭町、若桜町、

八頭町のひとり親家庭
◇開催日時　12 ～ 3 月の第 2 日曜日午後（下記の

とおり）

「ひとり親家庭休日相談会」を開催します。

展示会場 展示期間
郡家公民館 12月７日から12月11日まで
八東地域福祉センター 12月14日から12月18日まで
船岡公民館 12月21日から12月25日まで

①平成18年12月10日（日） 13：30～17：00
②平成19年１月14日（日） 13：30～17：00
③平成19年２月11日（日） 13：30～17：00
④平成19年３月11日（日） 13：30～17：00

◇場 所　JR 鳥取駅シャミネ鳥取店
シャミネ山陰ステーション開発㈱（１階）
バスターミナル方面入口

◇そ の 他　相談には母子自立支援員、東部福祉
事務所職員が 2 人体制で応じます。

【お問い合わせ先】
鳥取県東部総合事務所福祉保健局
福祉支援課母子福祉係
☎（0857）22 － 5625　FAX（0857）22 － 5670

国民年金 お気軽に相談を
鳥取社会保険事務所では、12月９日（土）及び10

日（日）の午前８時30分～午後４時まで、国民年金
保険料の納付相談をお受けします。「うっかり納
め忘れていた」「私の年金ってどうなっているの
だろう ?」など、あなたの疑問にお答えします。

なお、12 月 11 日（月）及び 12 月 25 日（月）
～ 27 日（水）は、午後 7 時まで時間延長して相
談をお受けしますので、お気軽におこしください。
【お問い合わせ先】
鳥取市扇町 176（鳥取駅南）
鳥取社会保険事務所 ☎（0857）27－8311

高３～大人のための冬期海外派遣
事業参加者募集

文部科学省所管の財団法人国際青少年研修協会
では、冬期海外派遣事業の参加者を募集しています。

この体験を通して、お互いの理解や交流を深め、
国際性を養うことを目的に実施します。
◇内 容　ホームステイ・語学研修・異世代交流・

教育現場見学・ボランティア体験・文
化交流会・地域見学等

◇派遣先　米国・英国・豪州・カナダ・カンボジア
◇対 象　高 3 ～大人の方まで
【資料請求・お問い合わせ先】
（財）国際青少年研修協会
☎03（3359）8421　FAX03（3354）2207
URL:http://www.kskk.or.jp
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育てよう一人一人の人権意識
－思いやりの心・かけがえのない命を大切に－

12月4日～10日は第58回人権週間です

●人権相談日●
日　時　12月4日（月） 

午後1時30分から午後4時
場　所　老人福祉センター（郡家地域）

船 岡 公 民 館（船岡地域）
八 東 隣 保 館（八東地域）

※相談は無料で、秘密は固く守られます
ので安心してご相談ください。

八頭町の下水道整備は一部を除き完了し、水洗化の推進をしています。環境に優しい下水道も、利用され
ないと効果がありません。生活環境向上のため、下水道へのすみやかな接続にご協力をお願いします。

下水道は皆さんの大切な財産です！次のことを守って使いましょう

★台所には食用油、調理クズ、食べ残し等を流さない。（三角コーナー、水切り袋などを設置する。）
★トイレには汚物入れを置きましょう。（し尿以外は流せません。水に溶けるトイレットペーパーを使う。）
★その他（環境に優しい石けんを使う。異物は流さない。宅内汚水マス等は定期的に点検し清掃する。）

【お問い合わせ先】
 上下水道課     　　  ☎ 76 － 0207
 船岡支所建設水道課 ☎ 72 － 3973
 八東支所建設水道課 ☎ 84 － 1228

下水道への接続のお願い

正月恒例の「出雲大社」新春初詣の旅を、今回は全行程バスで計画致しました。沿線主要道路バス停まで
お迎えいたしますので、皆様お誘い合わせの上、多数ご参加いただきますようご案内申し上げます。
◇期　　間　平成19年1月12日（金）～13日（土）
◇募集人数　30名様（最小催行人員15名、但し満員になり次第締め切らせていただきます。）
◇旅行代金　お一人様26,800円（4名1室）

30,900円（3名1室）35,100円（2名1室）
（全観光、全食事付、夕食時酒1本付き）

◇貸切バスの行程表　添乗員同行（申込時に乗車場所をお知らせください。）

平成19年初詣

出雲大社参拝団

1/12
（金）

 7：30頃　　7：50頃　　8：10頃　　 8：45頃
若桜地区－八東地区－郡家地区－鳥取駅南口=
11：30  　 ～  　 12：40 　  ～   　13：30  　 13：40～14：40      15：20～15：40         16：00頃
=安来節演芸館（どじょう鍋の昼食）=和鋼博物館=   伝   承   館 = 玉造温泉(泊)
※民謡安来節と芝居鑑賞　　　　　　※たたら製鉄の歴史紹介 ※まがたまの里  　佳翠苑 皆美

1/13
（土）

8：30 　9：30 ～ 11：00　　11：10 ～ 11：40～12：30　　　12：50     ～    13：40   14：50～15：20
宿=出雲大社参拝=島根ワイナリー（昼食）= 旧平田本陣記念館=   壽城（休憩）=
　　　　　　　　　　 ※工場見学と試飲　　　　　※松江藩主の本陣を勤めた旧家

17：20頃    17：50頃    18：10頃    18：30頃　
=R9=鳥取地区=郡家地区=八東地区=若桜地区

【申込・お問い合わせ先】
■若桜鉄道株式会社　　 ☎（0858）82－0919
■㈱新日本観光センター ☎（0857）24－4175　FAX（0857）24－4150
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除雪作業にご協力を 
いよいよ雪のシーズンが近づいてきました。町としても、除雪計画を策定し体制を整えているところですが、

次のことに注意していただき、円滑な除雪作業ができるようみなさなまのご理解とご協力をお願いします。

１．除雪車により順次各路線を除雪していきますが、降雪量により除雪が遅れることがあります。みなさ
まのご理解をお願いします。

２．作業中又は走行中の除雪車には近づかないでください。また、路上駐車や路上放置車は、除雪作業の
妨げになり、 町民全体の迷惑になりますので、路上駐車や路上放置車は、絶対しないようご協力をお願
いします。除雪の支障とな る場合、除雪しないこともありますので、ご承知ください。

３．「家の前を苦労して雪かきしたのに、除雪車が来て雪を積み上げていく」等の苦情が寄せられます。家
屋が密集して いる道路ではやむを得ない場合がありますので、ご理解をお願いします。

【除雪に関するお問い合わせ】
（郡家地域）役場建設課     　　 ☎ 76‐0206
（船岡地域）船岡支所建設水道課 ☎ 72‐3973
（八東地域）八東支所建設水道課 ☎ 84‐1228

積雪時の水道メーターの検針について (お願い )
毎月1日から10日の間、各地域の検針員が水道メーターの検針を行っています。積雪時は、メーターボックス
の場所が見つかりにくく、定期的な検針の妨げとなることがあります。積雪時には、水道メーター周辺の除雪に
ご協力お願いします。
また、以下の点にもご注意ください。
・メーターボックスの上に物を置かないようにしてください。
・犬は出入り口や、水道メーターから離れた場所につないでおいてください。

水道管を凍らせないようにしましょう !!
気温がマイナス４°C以下になると、防寒の不完全な水道管は凍ったり、破裂したりします。冬季は必ず防

寒しましょう。夜間に少しずつ水を流すのも凍結の予防になります。
【凍りやすい水道管】
①管がむき出しになっているもの ②屋外にあるもの ③風当たりの強いところにあるもの

【水道管が凍って水が出ないとき】
自然に解けるのを待つか、凍った部分にタオルをかぶせて、その上からゆっくりぬるま湯をかけて温め

ます。熱湯を直接かけると破裂する場合があります。水道管が破裂したら、メーター器ボックス内の止水
栓を閉めるなどの応急手当をしてから、八頭町指定工事業者へ修理を申し込みください。

宅内の漏水点検は、定期的に行いましょう !!
「生活実態が変わらないのに、急に水道使用水量が増えた。」「晴れているのに不自然な水たまりがある。」

などの場合、漏水の可能性があります。ご家庭の蛇口を全部閉め、メーターボックス内の水道メーターを定
期的にご確認ください。

蛇口を全部閉めても、水道メーター内のパイロット（銀色のコマ）が回り続ける場合は、漏水が考えられます。 
この場合は、早急に八頭町の指定工事店へ修繕を依頼してください。（メーター器から宅内側の漏水修繕は、

自己負担となります）

【お問い合わせ先】
上下水道課     　　  ☎76－0207
船岡支所建設水道課 ☎72－3973
八東支所建設水道課 ☎84－1228
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農業委員会委員
選挙人名簿登載申請について

農業委員会

平成19年度の八頭町農業委員会委員選挙人名簿の
作成にかかる名簿登載申請の時期となりました。

これは、毎年1月1日現在の状況による申請に基づ
いて選挙資格を審査し、選挙人名簿を作成するもの
です。

なお、申請要領は下記のとおりです。
１．選挙資格

・八頭町内に住所を有する者で、
・平成19年3月31日で年齢が満20歳以上の者で、
・10アール以上耕作する農家の世帯で、年間おお

むね60日以上農業に従事している者
２．申請用紙

「八頭町農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」
を区長又は実行組合長を通じて配布します。

３．提出方法及び提出期限
　該当する方は、申請書を区長又は実行組合長を

通じて農業委員会（八東支所）、産業課（郡家
本所）、産業振興課（船岡支所）へ平成19年

　1月5日（金）までに提出してください。
【お問い合わせ先】
農業委員会事務局（八東庁舎）☎84－1227

平成19年1月3日（水）午前10時から、八東体育文
化センター（富枝10-1）において、平成19年八頭町
成人式を開催します。

対象者は、昭和61年4月2日～昭和62年4月1日の間
に生まれた人です。
【お問い合わせ先】
八頭町教育委員会事務局　生涯学習課 ☎84－1232

平成19年八頭町成人式のご案内

《おもな動き》
11/10
●第8回農業委員会
議　事
１．農地法の規定による許可申請 
　・第3条（所有権移転） ５件
　・第5条（所有権移転、転用） １件
２．農用地利用集積計画の決定 29件

報告事項 
・農地法第20条第6項（合意解約） ７件

鳥取税務署からのお知らせ
「振り込め詐欺」にご注意 !

税務職員などをかたり「税金の還付がある。金
融機関などのATM（現金自動預払機）に行き、担
当者の言うとおりにATMのボタンを押してほし
い。」などの電話があったという情報が税務署など
に寄せられています。

税務署では、還付金の受取手続きのためにATM
の操作を求めることはありません。

不審な電話があった場合には、相手の所属（〇〇
税務署〇〇部門など）、氏名、連絡先を確認し、鳥
取税務署にご相談ください。
【お問い合わせ先】鳥取税務署 ☎（0857）22－ 2141

船岡地域特産品振興協議会では、ふるさとの味と
して好評をいただいているふるさと便の注文を受け
付けています。

内容は、下記の4種類のセットでいずれも送料込
みのお手頃価格となっています。（各100セット限定）

親戚・お子様はもとより
遠くの知人・友人に、「懐か
しい」の心と一緒に贈って
みませんか?

◇申込期限： 12月 12日（火）
◇発送予定： 12月 25日（月）

【ご注文・お問い合わせ先】
船岡支所 産業振興課 ☎ 72‐3972

ふるさと便「竹林の里船岡の味セット」ご案内

ふなおか米セット：米（コシヒカリ）2kg、手作り
味噌 1kg、かきもち 1袋、竹林漬け 1袋、ゆず
煮 1袋、竹炭（ご飯用）1袋
お正月ぬくもりセット：エリンギ 2パック、
えのき 2パック、しめじ 1パック、なめこ 2パック、
生しいたけ 1袋、黒豆 200グラム、にんじん700
グラム、ごぼう 2本、里芋 500グラム、白ネギ 2本、
ゆず味噌 1ビン、もち（4個入り）2袋

 4,000円コース

3,000円コース

お正月ぬくもりセットミニA：エリンギ 1パック、
えのき 2パック、しめじ 1パック、なめこ 2パック、
黒豆 200グラム、にんじん700グラム、ごぼう 2本、
ゆず味噌 1ビン、もち（4個入り）2袋
お正月ぬくもりセットミニB：エリンギ 2パック、
えのき 2パック、しめじ 1パック、なめこ 2パック、
生しいたけ 1袋、ごぼう 2本、里芋 500グラム、
白ネギ 2 本、もち（4 個入り）2 袋、竹炭（150
グラム）1袋
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12月は・・・

 固 定 資 産 税 　第3期分　の納付月です
完納にご協力をお願いします

ひとのうごき　　　　　　　（敬称略）

八頭町の
世帯数と人口
11月 1日現在
（　）内は前月比

世帯数　　５，７４４世帯（+ １）

総人口　２０，１１３人　（- ６）

　　男　　９，６８１人　（- ６）

　　女　１０，４３２人　（± ０）

お
め
で
た

郡
家
地
域

誕生日 なまえ ところ おとうさん・おかあさん

10月５日 髙橋　樹
い つ き

生 （フローラル）直　裕・奈緒子

10日 竹内　 快
かい

 （堀　越）慎　也・美　恵

15日 福田柊
しゅうたろう

太朗 （堀　越）  健  ・夕　子

23日 安藤　妃
ひ な た

菜 （野　町）博　行・香　理

23日 岡あんり （花　原） 洋  ・ ま や

29日 岡垣茉
ま ゆ こ

佑子 （郡家西区）一　彦・由砂子

31日 竹内　琉
りゅうと

人 （ 　塚）将　貴・めぐみ

11月２日 大西　礼
ら い と

斗 （稲　荷）俊　司・明　美

船
岡
地
域

10月12日  林 　紅
く れ は

葉 （下　野）秀　美・百　恵

30日 津﨑　龍
りゅうせい

星 （見槻中）健　一・彩　子

八
東
地
域

10月26日 中田　一
い っ さ

茶 （才　代）裕　樹・智　美

28日 野﨑　 暖
のん

 （岩　渕）瑞　雄・綾　子

11月１日 横野　佳
か な

奈 （北　山）正　俊・邦　恵

お
く
や
み

郡
家
地
域

日付 名　　前 ところ 年　齢

10月12日 岡　勝美 （花　原） 85 歳

15日 柳原のぶ子 （花　原） 68 歳

16日 今嶋　信儀 （久能寺） 59 歳

18日 石破あい子 （郡家殿） 71 歳

26日 八住美千代 （ 花 ） 69 歳

28日 山本美和子 （久能寺） 58 歳

31日 荒田　 實 （上峰寺） 76 歳

11月３日 山根　健治 （ 　塚） 73 歳

６日 松田　清春 （上万代寺） 84 歳

８日 中村　光惠 （篠　波） 95 歳

９日 松田喜美子 （上万代寺） 77 歳
船
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域

10月25日 青木しか子 （塩　上） 87 歳

11月１日 谷尾　善併 （下　野） 87 歳

３日 谷口つや子 （坂　田） 90 歳
八
東
地
域

10月14日 竹内　たか （徳　丸） 82 歳

20日 山本　清二 （日　田） 68 歳

24日 木原　二郎 （三　浦） 54 歳

25日 以後　清史 （富　枝） 74 歳

11月４日 岸本　熊男 （才　代） 81 歳

家屋の移動届を忘れずに!!
固定資産税の納税義務者は、毎年1月1日（賦課

期日）現在において、町内に土地、家屋、償却資産
を所有している人です。

もし、取り壊した家屋等がありましたら、役場へ
届出ください。この届出をされないと、固定資産税
が課税されます。なお、登記してある、ないに関わ
らず滅失の届出をお願いします。
◇届出書類　家屋滅失申告書

（役場、各支所にあります）
【お問い合わせ先】
八頭町役場税務課 ☎76－0204
船岡支所住民生活課 ☎72－0144
八東支所住民生活課 ☎84－1220

八頭町で防火・防災広報用器材
(プロジェクター等 )を購入

この度、防火防災普及啓発事業の一環として、（財）
自治総合センターが宝くじの普及広報事業として受
け入れる宝くじ受託事業収入の助成を受け、防火広
報用視聴覚器材（プロジェクター、スクリーン、ス
ピーカー、DVDレコーダ、ビデオカメラ）を購入
しました。

今後これらの器材を活用し、防火組織等の育成強
化を図り、災害に強い安全なまちづくりを推進する
ことを目的としています。

12月から各種事業等に貸出も予定していますの
で、みなさんでご活用ください。

◇貸出基準
・町が主催及び後援となって行う事業
・集落における公共的活動事業など
使用希望のほか詳細については八頭町役場船岡支
所（電話72‐0044）へご連絡ください。
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男女共同参画啓発シリーズ⑲

古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用し印刷しています。

男性と女性の立場を入れ替えてみると…
男性と女性をそっくり入れ替えることを

想像してみましょう。現在の男性、女性が
置かれている立場をイメージし、「ちょっと、
おかしいな。」、「かなり、問題だ。」と思っ
たら、身近なところから直してみましょう。
男女共同参画社会は、このような相手への
思いやりが基本となって推進されていくの
ではないでしょうか?

11月に入り、横城郡内の景色は 山も木もきれいな紅葉色
になり、すっかり秋色になりました。最近は、日毎に寒く
なってきて、韓国で初めて迎える冬がどれ程寒いのかと今
から少し心配しています。

この秋に私は、韓国で初めて秋夕（チュソク）を体験し
ました。秋夕（今年は10月6日）は、日本のお盆にあたる
もので、 親戚一同が集まって先祖の墓参りをしたり、秋の
収穫に感謝する慣わしで、起源は古く新羅時代（B.C.56～
668）に始まったと伝えられています。秋夕及びその前後、
2日間も休みとなり、3連休となります。 その間は、ほとん
どのお店が閉まります。そのために、秋夕の前は、日本で
言えば大晦日のようにバタバタと忙しく先祖を祭る準備や、
親戚への贈り物を買ったり、茶礼（先祖を祭るためのお膳）
用の食材の買出しに大忙しです。

今回、横城郡庁の職員の家に招かれて、秋夕の茶礼用の
料理を一緒に作ったり、墓参りをしたりと一緒に秋夕体験
をさせていただきました。

秋夕の前日から茶礼に必要な料理を作りますが、その数
と種類の多さに驚きました。中でも松餅という胡麻・小豆・
栗等のあんを入れた半月形、または貝形のうるち餅は重要
です。また、韓国料理では必ずといっていいほど、コチュ
カル（唐辛子粉）が使われますが、秋夕の料理には、先祖
が赤い色を怖れて戻ってくることが出来ないとされ、赤い
料理を作ることは禁じられています。

そして、秋夕の朝には、家族親戚一同が集まり、新米で
作ったお酒、餅、ご飯、新鮮な果実、料理等を先祖にお供
えして、お祈りを捧げる茶礼を行います。一般的には、茶
礼の時には、韓服を着ることになっていますが、最近は簡
略して洋服で済ます家も少なくありません。茶礼の後は、
奉った食事を家族親戚で食べ、墓参りに出掛けます。墓参
りを終えた後は、それぞれまた別々の親類の家を訪れるた
め、この時期の韓国はまるで民族大移動をしているかのよ
うに車が多く渋滞は免れることが出来ません。

韓国で秋夕は、正月に続く一大イベントで、どんなに遠
く離れている家族親戚でも一つの場所に集まり、家族が仲
睦まじく暮らし、先祖に礼を尽くすことを大事とする伝統
的な名節で、最近希薄になりがちな家族親戚関係を保つた
めに重要な役割を果たすものだと思いました。

韓国 横城郡より  디
た な か

나카　미
み ほ

호（八頭町総務課職員 田中 美穂）

 안녕하세요 !（アンニョンハセヨ！）

秋夕に行われる茶礼のようす


